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的　世界各国における栄養状態を概観すると、経済その他の因子lこよるエネルギー供

の不足、P ro t ai n gap、微量栄養素の不足が見られる一方で、鮑食に起因する疾病増

見られる。このような世界的栄養の不均衡を把握するため、食糧需給表を用いて、各

各地域の栄養摂取量を解析、比較することにした。

法　FAO／tfHO／UNU：世界食糧需給表（1984）を用い、記載46力国におけるｰ･人一日当たり

糧供給量をもとに、四訂食品成分表、日本食品アミノ酸組成表（1985）、食品の脂肪酸

量表（医歯薬出版（1985)) を用いて、総エネルギー、各熱量素エネルギー比、必須ア

酸、脂肪酸（P／S, n-3／n-6)、コレスチ［コ―ル、食物繊維、無機質、ビタミン量を算

した。これら摂取量と、G N P (1984）との関係を考察した。

結果　各国別集it結果を、地域的に分類して比較した結果は次の通りである。アジア、

フリカ、ラテンアメリカについては、総エネルギー摂取量、脂肪エネルギー比、動たんアフリカ、ラテンアメリカについては、総エネルモー現取璽ヽ扇肋よ不ルヤ― 几ヽso こ人ﾉ

比、アミノ酸スコア、カルシウム及び、鉄摂取量、ビタミン摂取量がいずれも低く、糖質

及び穀物エネルギー比が高かった。一方、ヨーロッパ、北米、オセアニアについては、総

エネルギー摂取量、脂質エネルギー比、動たん比、アミノ酸スコア、カルシウム及びビタ

ミy 摂取量が高く、糖質及び穀物エネルギー比が低かった。G N Pと正の相関を示したも

のは、脂質エネルギー比、動たん比、負の相関を示したものは、糖質及び穀物エネルギー

比であった。近年ＧＮＰの大きな飛躍を遂げた日本及びサウジアラビアにおいては、欧米

型に近い一方で、穀物摂取の面では伝統的食形態を保っていることが分かった。
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